
法
然

上
人

と
逋
憲

一
族

の
歸

淨

-

聖

覺

を

中

心

ε
し

て
1

伊

藤

眞

徹

(

一
)

法
然
上
入
が
萬
機
普
釜
、
易
行
易
修

の
淨
土
法
門
を
闘
闡
せ
ら
る
x
や
、
華
夷
遠
近
の
緇
白
貴
賤
は
吉
水
の
草
庵
に
晨
暮
輻
湊
し
た
。
日

蓮

は始
二
日
本
國
中
無
智
道
俗
議
如
三
大
風
從
二
草
木

鱒皆
隨
脂一此
義

一忽
法
華
眞
言
等
止
二
隨
喜
之
意
囎廢
二
建
立
思

一
而
聞
毎
レ
人
以
二
畢
形
念
珠

一

唱
二
彌
陀
名
號

一(
中
略
)結
句
は
法
華
眞
言
等
の
智
者
と
お
ぼ
し
き
人
人
も
皆
或
爲
レ
受
二
歸
依

一或
爲
二
往
生
極
樂

]皆
捨
二
本
宗

一成
二
念
佛

者

陶或
本
宗
仰
二念
佛
法
門

一也

(當
匿
念
佛
者
無
間
地
獄
事
f
日
蓮
上
人
御
逡
丈
五
〇
六
頁
)

と
述

鵡
て
ゐ
惹
。
此
所
謂
「
本
宗
を
捨
て
」
、
叉

「
本
宗
乍
ら
念
佛
の
法
門
を
仰
げ
る
」
'人
師
に
つ
い
て
は
、
明
義
進
行
集

に
は
、
第

一
禪
林

寺
繪
都
靜
遍
、
第
二
高
野
ノ
僭
都
明
遍
、
第
三
長
樂
寺
律
師
隆
寛
、
第
四
室
阿
彌
陀
佛

、
第
五
白
河
上
人
信
室
、
第
六
出
雲
路

ノ
上

人

覺

喩

、
第
七
安
居
院
法
印
聖
覺
、
第
八
毘
沙
門
堂
法
印
明
禪
の
八
人
を
擧
げ
、

抑
源
室
上
人
ト
同
時

呂
出
世
セ
ル
諸
宗

ノ
英
雄
ノ
ナ
ヵ
〔轉
彼
ノ
化
導

昌
隨
テ
サ

ハ
ヤ
カ

呂
本
宗
ノ
執
心
ヲ
ア
ラ
ク
メ
テ
專
無
觀
ノ
稱
名
ヲ

行
シ
テ
往
生
ノ
望

ヲ
ト
ケ
タ
ル
ヒ
个
オ
ホ
シ

法
然
上
人
と
通
憲

一
族
の
歸
淨

六
九



七
〇

と
読

け
る
よ
り
、
そ
の
代
表
的
な
る
者
の
傳
歴
を
擧
げ
た
る
も
の
で
あ
る
。
叉
旭
遐
就
澄
[圓
は
ぞ
の
薯
淨
土
十
勝
論

の
中
に
、

顯

翼
、

慈
嚇

ノ

鎭
、
公
胤
、
貞
慶
、
明
遍
、
證
眞
、
靜
嚴
、
聖
覺
、
永
辨
、
智
海

の
十
師
の
名
を
列
ね

此
等
群
英
者
皆
緇
林
鸞
鳳
學
海
飛
龍
釋
門

棟
梁
佛
家

領
袖
也
然
各
服
二膺
上
人
所
立
一成
信
受
祀
師
法
門

一剩
致

二師
資
之
禮

齲存
二
授
受
之

義

一恭
資
二
足
下
之
誼

一謹
棒
二
二
字
之
状

幽留
二
字
乎
名
簿
之
櫃

一容
二身
乎
松
門
之
内
一矣

(淨
土
十
勝
論
卷
第
四
、
二
五
丁
右
)

遍
述

べ
、
法
水
分
流
記
に
は

「
雖
未
免
傳
上
人
宗
義
於
淨
土
歡
歸
學
諸
輩
」
と
し
て
、
魁良
快
、
公
胤
、
佳
心

(
覺
偸
)
、
明
遍
、
靜
遍
、
良

と
、
円
照
、
悟
阿
、
制
心
、
了
敏
、
眞
室
の
名
を
羯
げ
、
慈
鎭
、
顯
眞
、
靜
嚴
、
聖
覺
等
は
全

て
弟
子
の
系
譜
申
に
加

へ
て
ゐ

る

の

で

あ

る
。か

く
の
如
く
當
時

0
佛
家
の
龍
象
が
、
稻
麻
竹
葦

の
如
く
念
佛
の
宗
風
に
靡
け
る
は
、
念
佛
が
大
善
根
隨
自
意
無
上
功
徳
な
る
の
証
左
で

あ

る
。
通
憲

の

一
族
の
歸
淨
を
討
ぬ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
聖
覺
歸
淨

の
必
然
性
を
跡
付
け
て
見
る
こ
と
丶
す

る
。

(
二
)

今
尊
卑
分
脈

に
よ
る
と
通
憲

の
子
弟

中
、
是
憲
、
澄
憲
、
靜
賢
、
寛
敏
、
憲
曜
、
覺
憲
、
明
遍
、
勝
賢
、
行
憲

、
憲
俊
等
は
檜
と
な
り
、

延
暦

、
園
城
、
仁
和
、
興
碯
、
東
大
に
隷
籍
し
名
聲
あ
り
、
聖
覺
は
澄
憲
の
眞
弟
で
あ
る
。
此

中
是
憲
は
遊
蓮
房

と
号
し
、
明
遍
、
聖
覺
と

共

に
法
然
上
人

の
門
弟
と
し
て
、
明
義
進
行
集
そ
の
他

の
諸
傳
に
行
業
を
傳

へ
、
澄
憲
及
び
貞
憲
の
子
貞
慶
も
亦
傳
灯
總
系
譜
に
は
從
他
皈

入

の
中
に
お
さ
め
て
ゐ
る
。

澄
憲
は
山
門

の
名
匠
で
、
東
塔
北
谷
竹
罧
院
に
住
し
、
洛
陽

の
房
を
安
居
院
と
名
づ
け
、
丹
後
已
講
珍
仁
に
受

法
す
。
依
つ
て
惠
心
流
を

相
承
す
る
と
共

に
、
尊
珍
、
珍
象
、
澄
憲

と
女
第
す
る
檀
那
の
流
れ
を
汲
む
、慧
光
房
流
を
相
承
し
て
ゐ
る
。
法
印
大
僣
都
、
探
題
、
二
會
竪

義

を
つ
と
め
、
準
治
の
亂
に
は
下
野
國
に
配
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
諸
道
に
逹
せ
る
才
人
、
九
流
八
家
に
逹
せ
る
碩
學
通
憲
の
資
質
を
受
け
て
、



唱
導
の
名
聲
天
下
に
轟
き
、
奪

卑
分
脉
に
は

「
四
海
大
唱
導

一
天
名
人
也
此

一
流
能
読
正
統
也
」
と
あ
り
、
叉
古
今
著
聞
集
に
は
春
日
の
寶

前

に
於
け
る
五
部
大
乘
經
書
寫
供
養
の
導
師
を
、

「
我
國
第

一
の
能
論
を
き
か
ん
事
を
悦
び
思

ふ
」
と
の
明
瀞
の
託
宣
に
依
て
、
富
樓
那
の

弁
論
を
は
き
、
衆
人
感
涙
を
た
れ
、
隨
喜
の
あ
ま
り
南
都

こ
ぞ
り
て
臨
時
の
佛

事
を
は
じ
め
て
請
じ
、
布
施
物
數
多
に
て
日
遲
く
歸
途
に
つ

け

る
に
、
奈
良
坂
に
て
山
盜
に
會
ぴ
無

一
物
と
な
り
し
が
、
山
盜
の
主
領
を
始
め
四
五
人
の
者
を
招
き
寄
せ
て
、

「
法
印
し
ば
し
物
申
候
は

ん
と
て
、
十
ご
因
縁

の
こ
義
ろ
を
目
出
悔
く
と
き
エ
か
せ
て
教
化

せ
ら
れ
た
り
け
る
」
に
、
山
盜
悪
心
を
改
め
、
奪

へ
る
物
を
返
し
て
、
法

哈

性
寺
迄
守
護
し
て
逡
り
、
翌
日
小
童
が
小
袋

に
物
を
入
れ
て
持
參
せ
る
を
見
れ
ば
、
髻
三
つ
と
、

「
昨
日
の
教
化
を
承
り
て
忽
に
發
心
の
も

の
三
人
が
切
れ
る
も
と
穿
り

に
候
」
と
の
滄
息
で
あ

つ
て
、

「
あ
は
れ
に
ふ
し
ぎ
な
る
事
な
り
、
今
此
け
う
げ
に

よ
り
て
惡
心
を
あ
ら
た
め

か

ん
事
あ
り
が
た
き
事
な
り
、
澄
憲
が
高
名
不
思

議

こ
の
事
に
侍
り
」
と
結
ん
で
ゐ
る
。
(
岩
波
本
下
卷
五
〇
頁
)
叉
承
安
四
年
天
下
早
魃
農

民
耕
作
の
歎
き
を
、
五
月
恒
例

の
最
勝
講
の
第
二
日
の
夕
座

の
導
師
を
つ
と
め
て
請
雨
の
効
驗
が
あ
り
、
玉
葉
に
は
五
月
廿
八
日
の
條
に
、

'

降
雨
、
最
勝
講
結
願
也
、
有
二
僣
事

一云
云
、
権
大
檜
都
澄
憲

と
逑

べ
、
こ
れ
は

「
新
雨
論
法
賞
」

で
あ
る
旨
を
註
し
、
そ
の
読

法

の

歌

は
、
廿
六
日
の
條
に
關
白
の
言
と
し
て
、

昨
日
夕
座
読
法
神
也
叉
妙
也
、
仍
有
二
御
感
之
綸
旨
一歟
左
幕
下
被

レ問
レ
余
、
答
以
二
博
陸
旨

嗣、
關
白
叉
被
レ
語
レ
余
云
、
啻
非
レ
感
二
説

.

法
・之
優
美

一、
被
レ
奪
二
所
請
之
効
驗

胴也
、
則
是
炎
早
渉
レ
旬
、
民
戸
有
レ愁
、
仍
所
以
二
請
雨

一
、
蓋
是
御
願
之
趣
也
、
昨
日

所
二
中

此

趣

一、
言
泉
如
・
涌
、
聞
者
莫
・
不
・動
二
心
情

一、
自
二
曉
天
一果
以
降
雨
、
故
有
二
此
叡
感

一者
也

と

あ
る
。
以
上
の
こ
と
よ
り
し
て

一
度
言
を
吐
け
ば
四
衆

の
耳
を
清
ま
し
、
そ
の
能
論
は
廣
く
上
下
を
感
動
せ
し
め
、
治
承
養
和
の
間
に
唱

導

の
家
業
を
立
て
エ
安
居
院
流
の
組
と
な
り
、
次

い
で
聖
覺
、
隆
承
、
憲
實
、
憲
基
と
子
孫
相
継

曽
、
家
風
を
失

は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

こ

の
家
業
は
聖
覺

に
至
つ
て
大
成
せ
ら
れ
た
も
の
エ
如
く
、
そ
の
門
下
信
承
法
印
が
深
義
ロ
傳
を
師
論
の
ま
エ
に
記
録
し
て
法
則
集

(天
台

宗

全
書
所
牧
)
と
名
付
け
た
。
之
れ
、
唱
導
、
読
法
に
つ
い
て
の
威
儀
法
則
、
本
慧
次
第
心
得
等
に
つ
い
て
記
述
し
、

「
可
秘
可
秘
唯
受

一

法
然
上
人
と
逋
憲

一
族
の
歸
淨
'

七
一



七
二

人
」

の
傅
書
と
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。

勅
傅
に
依
れ
ば
、
笠
置
解
脆
上
人
貞
慶
己
講
と
澄
憲
法
印
、
明
遍
僭
都
が
會
合
し
、

一
族
三
人
宗
論
せ
ん
と
の
議
起
り
し
に
、
澄
憲
は

「

三
論
に
明
遍
あ
り
、
敵

の
つ
る
ぎ
を
と
り
て
敵
を
害
す
。
法
相

に
貞
慶

あ
り
、
寸
を
と
へ
ば
寸
を
こ
た
ふ
、
宗
論
さ
ら
に
か
な

ふ

べ
か

ら

す
」
と
書
き
認
め
ら
れ
た
と
云
ふ
。
(
法
然
上
人
全
集

」
○
○
○
)
以
て
明
遍
、
貞
慶
と
比
肩
す
べ
き
澄
憲
の
歡
界

に
於
け
る
地
位
及
び
御
室

の
招
請

に
樹
す
る
法
然
上
人

の

「
天
台
宗
は
昔
は
か
た
の
如
く
傳
受
し
侍
り
し
か
ど
も
、
今
は
但
念
佛
に
な
り
て
天
台
宗
は
廃
亡
し
侍
る
う

へ
、
山
門

に
澄
憲
、
三
井
に
道
顯
な
ど
申
す
名
匠
た
ち
侍
り
、
か
の
人

々
に
申
し
と
は
る
べ
き
か
、
を
の
つ
か
ら

か
へ
り
き
き
侍
ら
ん
も
、

そ
の
は
讐
か
り
侍
る
」
(
法
然
上
人
全
集
八

一
三
)と
の
言

よ
り
し
て
そ
の
學
識
の
ほ
ど
知
る
べ
き
で
あ
る
。
建
仁
三
年
八
月
六
日
聖
覺
三
十

七
議
の
時
示
寂
す
。

今
安
居
院
の
所
在

に
つ
い
て
は
京
都
叢
書
所
引
の
雍
州
府
志
卷
八
に
依
る
と
、

大
宮
通
,
東
、
寺
,
内
人
家
,後
園
二有

・井
、
相
傅
古

ハ
安
居
院
法
印
聖
覺
之
里
坊
、
在
二
斯
處

一其
井
今
獪
存
、
水
至
清
凉
ナ
リ
今
安
居
院
絶

則
爲
二
町
号

一凡
不
レ
限
二安
居
院

一古
山
門
ノ
僣
徒
於
二
京
北
斯
邊

輌處

々
構
二
別
院
鱒入
レ
京
日
寄
二
宿
之

一俗
稱
二
里
坊

一曾
賀
茂
河
ノ
水
不
レ
時

而

洋

盗

自
二山

門

一出
レ
京
時
動
ス
。
ハ
不
レ
得
レ
渉
二
今
出
川
一此
處
高
野
川
與
=賀
茂
川
麟於
二
河
合
瓧
南

一合
、
動
水
盗
自
レ
此
以
北
ハ
賀
茂
川

一
條
・
流
耳
故
雖
二大
雨
一水
又
大
不
二洋
盗

一依
上
賀
茂
.
南
大
宮
通
,
北
、
御
園
ノ
堤
上
有
一一大
橋
一是
謂
御
園
橋

晒故
山
門
・
僭

多
ハ
枉
レ
道

一

經
二
斯
橋
一
而
入
二
京
師

一依
レ
之
寄
寓
,
坊
舍
多
在
二
京
北

一今
處

々
爲
二
町
号
。
云
云

と
あ
つ
て
、
そ

の
位
置
、
設
置
目
的
、
洛
北
所
在
の
意
義
が
知
ら
れ
る
。
更
に
同
書
に
は
大
宮
以
東
、
寺
之
内
以
北
の
地
と
な
し
、
山
城
名

勝

志
卷
二
に
は

寺
,
内
大
宮
東
有
二
安
居
院
ト
云
所

一是
旧
跡
云
云
此
院
者
比
叡
山
,
東
塔
.
北
谷
竹
林
院
,
里
坊
と
云

へ
り
云
云

と

あ
る
。
大
宮
通
寺
之
内
上
ル
町
名
に
安
居
院
前
之
町
が
あ
つ
て
、
町
名

の
起
原
拡
安
居
院
の
前
に
あ

る
故
で
あ
つ
て
、
東
は
妙
蓮
寺
町
に



境

し
、
西
は
東
千
本
町
、
南
は
妙
蓮
寺
前
町
、
大
猪
熊
町
、
北
は
仲
之
町
に
境
し
て
ゐ
る
。

此

の
安
居
院

の
創
建
は
年
久
し
く
て
、
天
台
名
匠
記

に
示
す
と
こ
ろ
に
依
る
と
澄
豪

の
上
足
、
松
井
法
橋
長
耀
を
竹
林
房
安
居
院
流
な
り

と
注
せ
る
に
依
つ
て
知
ら
れ
る
。
叉
そ
の
廃
絶
せ
ら
れ
た
の
拡
應
仁
の
兵
燹
後
復
興
せ
ら
れ
す

に
至
つ
た
結
果
で
あ
ら
う
。

(
三
)

聖
覺
に
っ
い
て
は
明
義
進
行
集
に

法
印
者
澄
憲
法
印
眞
弟
子
叡
山
東
塔
北
谷
八
部
尾
竹
林
房
佳
侶
ナ
リ
靜
嚴
法
印

昌
シ
タ
カ
ヒ
テ
圓
宗
ヱ
票
承

シ
カ
ネ
テ
先
師
法
印

呂
モ
ナ

ラ
ヘ
リ
ス
ヘ
テ

一
山
ノ
明
匠
四
海
ノ
導
師

ナ
リ
叉
源
室
上
人

二
日
頃
ノ
妙
戒

ヲ
ウ
ケ
淨
土
ノ
法
門
ヲ
ツ
タ
フ

と
あ
る
。
即
ち
禀
承
の
師
と
し
て
は
、圓
宗
に
於
い
て
は
澄
憲
と
靜
嚴
で
あ
り
、
圓
戒
と
淨
土
教
義
は
宗
組
に
就
か
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

`
静
嚴
は
惠
光
房
永
辨
、林
泉
房
智
海

と
共
に
叡
山
中
古
の
名
匠
で
あ
つ
て
、9
そ
の
教
系
は
檀
那
流
の
隆
昌
を
開

い
た
惠
光
房
大
律
師
澄
豪

の
門
弟
長
耀
の
門
に
禺
づ
。
10
長
耀
は
松
井
法
橋
竹
林
房
安
居
院
流
と
呼
び
、
明
匠
記

に
は

「
叉
云
二
毘
沙
門
堂
流
是
云
二
竹
林
房
流
一也
」

と
あ
る
。
.依
て
竹
林
房
流
の
正
嫡
た
る
と
共
に
、
叉
佛
頂
尾
佛
頂
坊
を
室

と
す
る
猪
熊
流
相
承
次
第
に
よ
れ
ば
、

傳
教
r
慈
覺
-
相
應
-
遍
豪
r
慶
命
ー
慶
増
-
舜
海
ー
寛
誓
r
覺
如
i
靜
嚴

(
先
徳
明
正
記
所
載
)

と
あ
る
か
ら
、
靜
嚴
は
此

の
兩
流
を
相
承
せ
る
亘
匠
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

扨
て
聖
覺

の
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
月
記
、
百
練
鈔
、
勅
傅
等
に
傅
ふ
る
丈
暦
二
年
三
月
五
日
六
十
九
歳
入
寂
読
か
ら

逆
卩算

す

れ

ば
、
仁
安
元
年
誕
生
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
當
時
の
日
記
類

に
聖
覺

の
事
蹟
が
散
見
す
る

の
は
、
建
仁
三
年
澄
憲
寂
後
の
こ

と

で

あ

つ

て
、
之
れ
安
居
院
流
唱
導

の
継
承
者
と
し
て
、名
聲
天
下
に
高
く
、並
ぶ
者
な
き
に
至
つ
た
が
爲
め
で
あ
ら
う
。
即
ち
三
長
記
に
は
三
條
螽
小長

の
佛
事
12
昭
月
記
に
は
象
實
の
法
性
寺
佛
事
念
佛
B
後
鳥
羽
上
皇

の
金
泥
小
寫
大
般
若
經
供
養
14
岡
崎
大
納
言
亭

の
阿
彌
陀
經
論
法
15
念
佛

房

勸
進

の
嵯
峨
東
北
院
阿
彌
陀
堂
造
立
供
養
16

一
條
第
に
於
け
る
源
信
曾
都
筆
來
迎
圖
前
の
阿
彌
陀
經
諷
經
17
西

園
寺
全
子
申
陰
懺
法
會
論

法
然
上
人
と
通
憲

一
旅
の
麝
淨

七
三



七
四

法
、
善
導
大
師
像
供
養
等
公
家
貴
顯
の
華
麗
極
り
な
き
佛
事
法
會
に
諡
法
し
、
聽
聞
の
公
卿
を
し
て
流
涕
感
激
ぜ

し
め
、
叉
権
門
に
出
入
し

當
世
を
談
じ
た
こ
と
は
想
見
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
他
勅
傅
に
は
建
永
元
年
登
山
歌
の
執
筆
者
と
な
つ
て
、
念
佛
轂
團
危
急
の
樞
機
に

參
じ
、
勝
尾
寺
の

一
切
經
開
題
供
養

に
論
法
し
、
宗
組
三
回
忌
に
は
報
恩
融
通
念
佛
を

一
七
日
闘
眞
如
堂
に
於
て
修

し
、
そ
の
他
後
鳥

朋
法

皇
、
雅
成
親
王
に
宗
要
を
奉
答
し
て
專
修

の
念
佛
を
勸
め
る
等
、
そ
の
間
唯
信
鈔
を
著
し
、
自
行

の
傍
ら
目
を
通

じ
耳
を
通
し
て
化
他
怠
る

こ
と
な
く
、
逑
に
嘉
頑
元
年
三
月
五
日

「
濁
世
富
樓
那
途
爲
邏
化
期
歟
實
是
道
之
滅
亡
歟
悲
而
有
餘
今
年
六
十
九
」
と
定
家
に
悲
ま
れ
つ
」

邁
化

し
た
の
で
あ
る
。
定
家
の
悲
歎
は
同
時
に
貴
族
瓧
會

一
般
の
悲
愁
で
あ
つ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
此
の
聖
覺

の
後
牛
生
に
於
け
る
読

法
に
は
、
毎

に
彌
陀
の
本
願
を
讃
歎
し
、
念
佛
の
功
能
を
読
か
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
宗
組
は
、

こ
れ
ひ
と

へ
に
善
導
の
御
方
便
機
感
純
熟

の
折
節
也
然
る

べ
き
名
僭
專
修
の
義
を
信
じ
て
、
所

々
に
し
て
講
釋

せ
ば
念
佛

の
弘
通
何
事
か

こ
れ

に
し
か
ん
や
。
(
法
然
上
入
全
集
九
六
二
)

と
挽

び
仰
せ
ら
れ
、
更
ら
に

「
い
か
な
る
所
に
て
も
機
嫌
さ
ま
で
あ
し
か
ら
ざ
ら
ん
所
に
て
は
阿
彌
陀
經
に
つ
き
四
十
八
願
の
樣
を
釋
し
の

べ
ら
れ
候

べ
き
」
よ
し
を
ば
申
し
逡
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
の
「
然
る
べ
き
名
僭
」
た

る
聖
覺
が
專
修
の
義
に
入
れ
る

を
因
縁
動
機
は
如
何
。

(
四
)

今
宗
組
と
聖
覺
の
關
係
を
傳
ふ
る
著
名
な
事
件
は
宗
組
が
瘧
病
を
患
ひ
種

々
の
治
療
も
効
な
き
を
歎
じ
た
月
輪
禪
閤
は
、
善
導
大
師
の
御

影
を
圖
繪
し
て
上
人
の
前
に
供
養
し
、
聖
覺
を
導
師
に
請
ぜ
ら
れ
た
。
依
て
聖
覺
は
起
坐
に
任

へ
ざ

る
自
身

の
瘧
病
を
推
し
て
參
勤
し
、
師

弟
共

に
卒
癒
し
ね
こ
と
は
末
代
の
希
特
と
し

て
明
義
進
行
集

醍
醐
本
法
然
上
人
傳
記
、淨
土
隨
聞
記
を
初
め
、其
他

の
諸
傳
に
傅
ふ
る
と
こ

ろ
で
あ
つ
て
、
醍
醐
本
に
は

「
爲
二
御
師
匠
報
恩

一可
・
參
二勤
仕
」
、
「
必
可
下
癒
二
我
大
師
上
人
病
惱
一給
上
也
」
と
あ

つ
て
、
此
時
既
に
聖
覺
は

師
匠
と
仰
ぎ
・我
大
師
上
人
と
釁
信
し

て
ゐ
た
の
℃
あ
る
。
此

の
法
救
を
求
め
た
こ
と
は
、明
義
進
行
集
に
よ
れ
ば

「元
久
二
年
八
月
ノ
比
」

と
あ

る
か
ら
、
之
れ
よ
り
推
し
て
宗
組
七
十
三
、
聖
覺
時
に
三
十
九
歳
で
あ
る
。
彼
の
淨
土
宗
義

の
正
統
傳
持

に
つ
い
て
は
、
明
義
進
行
集



に

「
上
人
ツ
ネ

ニ
ノ
タ
マ
ヒ
ケ
ル
ハ
吾
ヵ
後

二
念
佛
往
生
ノ
義

ス
ク

ニ
イ

ハ
ム
ス
ル
人

ハ
聖
覺

ト
隆
寛
ト
ナ
リ
」
と
云
ぴ
、叉
聖
光
上
人
傳
に

薯

二親
鏤

薯

蠢

獣

静

間
二黒
谷
皇

人
鼕

決
二疑
誰
人
唄答
墨

光
及
金
光
蠶

繕

知
・嚢

但
彼
在
二遠
國
難

レ
可
二

面
謁

麗

亦
知
二
我
意
昆

在
二肇

"易
・可
二面
婁

腹

人
萵

二
乘
堕

人
隰
谿
云
誰
人
、
慥
述
二黒
谷
薹

耶
答
墨

覺
法
印
聖
光

上
人
是
婁

臥

塰

宗
全
晝

七
卷
三
八
八
)

と

て
、
宗
祀
及
び
乘
願
房
の
詞
を
載
せ
、
叉
記
主
上
人
傳
に
は
寶
治
二
年
聖
覺

の
妹
淨
意
尼
の
諸
に
依
り
、
選
擇
集
を
講
ぜ
し
時

の
尼
の
述

懐

と
し
て
、

寶
治
二
年
戦
春
上
在
二帝
畢

由
二
尼
慧

建轟

覺
讐

二選
攀

濘

意
日
鑿

日
聞
二
故
法
印
貔
之
華

今
之
蓁

不
・
違
二先
聞
髢

彼
則
見

レ
浴
二
吉
水
之
波

一此
亦
聞

レ酌
二
黒
谷
之
流
嘯源
既

一
澄
也
流
豈
清
濁
哉
云
云
淨
意
傾

レ頭
講
レ
居
二洛
中

一即
契
以

二
諸
檀
施
主
一
期
以
二
淨
土

弘
法

一
(
淨
土
宗
全
書

一
卷
四
〇
九
)

と

あ
る
Q
か
く
の
如
き
吉
水
の
正
流
相
傳
異
途
な
き
爲
に
は
、
三
十
九
歳
以
前
既
に
多
年

の
稽
古
と
師
事
を
要
す

べ
き
こ
と
は
言
を
俟

た
な

い
。翻

つ
て
聖
覺
の
親

近
せ
し
人
師
、
血
縁
の
歸
淨
を
考
察
す
れ
ば
、
そ
の
師
の
静
嚴
は
法
水
分
流
記
、
蓮
門
宗
派

は
宗
祺
の
門
弟
の
列
に
加

へ
、
淨
土
傳
灯
總
系
譜
下

に
は

「
決
二
往
生
道
於
円
光
大
師

顴頻
修
二
淨
業

一」

と
あ
り
、
叉
父
澄
憲

に
對
し
て
は

「
深
皈
二大
髄
道
一而
稱
二勸

道

俗

一所
邇
者
有

二
四
十
八
願
釋

(
一
卷
)
往
生
要
集
疑
問

(
一
卷
)
六
道
惣
釋

(
一
卷
)
等
一」
と
述

べ
て
ゐ
る
。
翻
嚴
は
大
原
談
義
の
列

衆

で
あ
り
、
勅
傳
及
び
拾
遺
古
徳
傳
に
は
、宗
組
と
出
離
の
要
道

に
つ
い
て
問
答
し
、念
佛

の
要
心
を
た
野
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
よ
り
す
れ
ば
、

そ

の
淨
土

門

歸

投

は
丈
治
二
年
以
後
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
叉
明
遍
も
亦
大
原
談
義

の
列
衆
で
あ
り
、
法
水
分
流
記
に
は

「
後
隱
居
高
野
蓮

華
谷
号
室
阿

一
生
長
齋
專
修
念
佛
偏
期
往
生
極
樂
善
光
寺
參
詣
之
序
謁
法
然
上
人
決
往
生
不
審
其
後
被
閲
選
擇
集

歸
法
然
上
人
義
但
於
義
有

相
違
矣

」
と
あ
り
、
和
語
燈
録
、
勅
傳
に
は
往
生
の
不
審
念
佛

の
要
心
に
つ
い
て
の
問
答
の
詳
細
を
載
せ
て
ゐ
る
。
明
義
進
行
集
卷
第

二
に

法
然
上
人
と
通
憲

一
族
の
歸
淨

.

七
五



七
六

よ

れ
ば
貞
應
三
年
六
月
十
六
日
八
十
三
歳
を
以
て
入
寂

せ
る
爲
め
、五
十
有
余
に
し
て
道
心
を
起
し
、本
寺
を
す

て
」
光
昭
山
に
簿
居
す
る
身

と
な

つ
た
の
は
、建
久
の
初
年
頃

で
あ
ら
う
。
依
つ
て
此
等
の
諸
師
は
恐
ら
く
丈
治
二
年
大
原
談
義
を
契
機
と
し

て
、宗
組
の
人
格
と
宗
歡
に

歸
し
、
淨
土
の
法
門
に
投
じ
た
こ
と
で
あ
ら
う
が
、
之
れ
に
導
く
重
要
な
る
素
因
と
し
て
遊
蓮
円
照
の
往
生
を
擧

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

迹
蓮
房
に
つ
い
て
は
明
義
進
行
集

に
、

唱

經

一
卷

モ
書
籍

一
卷
モ
ミ

ニ
持
セ
サ
リ
シ
人

ナ
リ
法
花
經

ハ
初
心
ノ
時

オ
ホ
ヘ
ラ
レ
ク
リ
キ
後

ニ
ハ
一
向
念
佛

バ
カ
リ
ナ
リ
臨
絡

昌
九
念

シ
テ
イ

マ

一
念
ト
法
然
上
人

ニ
ス
・
メ
ラ
レ
申

シ
テ
高
聲

昌
一
念

シ
テ
ヤ
カ
テ
イ
キ
タ

ヘ
ヌ
廿

一
ニ
シ
テ
出
家
卅
九

昌
シ
テ
往
生

ハ
シ
メ

出
ハ
西
山

ニ
ヒ
ロ
タ

ニ
ト
イ
ウ
ト
コ
ロ
止
住
後

呂
八

ヨ
シ
ミ
ネ

呂
シ
テ
終
焉

と
あ
つ
て
、
円
宗
よ
り
淨
教
に
轉
じ
、
宗
祺
を
善
知
識
と
し
て
卅
九
歳
を

一
期
と
し
て
示
寂
す
。
善
峰
に
つ
い
て
は
山
槐
記

の
治
承
三
年
四

月
廿
七
日
の
條
に

寅
刻
向
二
善
峰
別
塹

西
山
當
二大
原
野
西
車

女
房
爲
・求
二嚢

地

(
中
略
)
其
後
岸
下
有
二
唱二
間
菴
掌

故
信
乃
入
道
鸛

戦

入
滅
所

也
臨
絡
.正
念
云
云

と
あ
り
、
又
愚
管
抄

に
は

信
西
子
是
憲
信
濃
入
道
西
山
吉
峯
往
生
院
に
て
最
後

+
念
成
就
し
て
決
定
往
生
し
た
弥

と
あ
る
。
之
れ
よ
り
し
て
遊
蓮
房
の
示
寂
は
、治
承
四
年
を
溯
る
も

の
で
あ
り
、
「
筌

阿
彌

陀

ハ
遊

蓮
房

カ
オ
ト
ウ
ト
解
脆
房
カ
オ
チ
ナ
ル

ヵ
」
の
進
行
集

の
文
よ
り
推
し
て
、
信
頼

の
亂
逆
に
よ
リ

デ
族
の
所
刑
せ
ら
し
李
治
元
年
は
明
遍
は
、十
八
歳
に
相
當
す
、故

に
遊
蓮
が
佐
渡

國

に
配
せ
ら
れ
し
を
出
家

の
動
機
と
し
て
、
此
の
年
を
廿
二
歳
と
せ
ば
卅
九
入
滅
は
治
承
元
年
を
溯
こ
と

瓦
な
る
。
若
し
以
上
の
推
定
に
し

で
許
さ
る
と
せ
ば
、
宗
組
の
最
初
の
布
教
の
故
地
に
居
を
占
め
、
後
善
峯

の
往
生
院
に
於
い
て
命
絡
せ
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
、
宗
祺
の

「
淨

土

の
法
門
と
遊
蓮
房
と
に
あ
へ
る
こ
そ
、
入
界
の
生
を
う
け
た
る
思
ひ
出
に
て
は
侍
れ
」
の
常
の
詞
は
、
善
導
の
靈
夢
と
共
に
宗
祗
門
下
の



最
初
の

「
め
で
た
き
往
生
人
」

の
現
證
と
し
て
、
淨
教
宣
布

の

一
大
勇
猛
心
を
振
起
せ
し
め
た
も
の
と
考

へ
る
時

、
感
慨
深
き
詞
と
な
る
。

か
く
て
遊
蓮
房
は
最
後
に
澄
憲

に
書
歌
を
逡
り
、

後
世
ノ
ツ
ト
メ

ニ
ハ
ナ

ニ
コ
ト
ヲ
カ
セ
ム
ス
ル
ト
人
申

シ
候

ハ
・
一
向

二
念
佛
ヲ

マ
ウ
セ
ト
御
勸
進
ア
ル
ヘ
ク
候
智
者

昌
テ
オ
ハ
シ
マ
セ

ハ
世
間
ノ
人
定

メ
テ
蕁
申
候

ハ
ム
ス
ラ
ム
ト
テ
申
候
也

ど
遺
誠
せ
ら
れ
た
。
か
く

て

「
ス
ヘ
テ
.少
納
言
入
道

ノ
」
族

コ
ソ
リ
テ
遊
蓮
房
ヲ
タ
ト
ム
事
佛
ノ
如

シ
ウ
ヤ

マ
ウ

コ
ト
キ
ミ

昌
同

シ
、
コ
レ

ス
ナ

ハ
チ
道
心
堅
固

昌
勇
猛
精
進

ニ
シ
テ
チ
リ

ハ
カ
リ
モ
俗

二
混
セ
サ
ル

ユ
ヘ
ナ
リ
」
と
云
は
れ
る
遊
蓮
房
の
勸

め
に
よ
り
、
そ
の

一
族
は

宗

祺
の
教
化
に
傾
心
し
、
十
年
後

の
文
治
二
年
の
大
原
談
義
を
韓
機
と
し
て
入
信
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

以
上
に
依
り
大
体
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
通
憲

の

一
族
は
遊
蓮
房
月
照
の
純
な
る

一
向
專
修
の
行
業
に
導
か
れ
、

「臨
絡

二
九
念

シ
テ
イ

マ

一
念
ト
法
然
上
人

昌
ス
・
メ
ラ
レ
申

シ
テ
高
聲

二
.一
念

シ
テ
ヤ
ガ
テ
イ
キ
タ
ヘ
タ
」
と
の
正
念
往
生
の
素
懐
は

、
肉
弟
澄
憲
、
明
遍
に
羨

望

の
念
左
抱
か
し
め
、
就
中
澄
憲
は
靈
相
感
見

の
現
證
や
あ
ら
ん
、
聽
聞
せ
ん
と

の
念
を
持
ち
乍
ら
未
だ
果
さ
す

し
て
絡
り
し
に
、

ソ
ノ
証
ヲ

ヱ
タ
ル
ヨ
シ
ヲ
南
都

ノ
修
禪
院
ノ
僭
正
信
憲
ノ
入

轟
カ
タ
リ
申
サ
レ
ケ
ル
ハ
故
遊
蓮
房
ノ
タ

マ
ヒ
シ

バ
高
聲
念
佛

バ
カ
ナ
ラ
ズ

　

現
徳
ヲ
ウ
ル
行
ナ
リ
(
中
略
)
予
阻
師
ノ
ア
ト
ヲ
オ
モ
ヒ
テ
三
寸
火
舍

昌
香

ヲ
モ
リ
テ
ソ
ノ
香

ノ
モ
ヘ
ハ
ツ
ル
マ
テ

呂
合
掌
シ
テ
毎
日
三
時

高
聲

二
念
佛

ス
ル
コ
ト
ビ
サ
シ
ク
ナ
リ
ヌ
ソ
ノ
間

畠
靈
証
ヲ

エ
タ
ル
事
度

々
ナ
リ
ソ
ノ
証
相
ヲ
ハ
ハ
・
カ
リ
ヲ
ナ
シ
テ
カ
サ
ネ
テ
イ
カ

昌

.
ト
モ
タ
ツ
ネ
申

サ

、
リ
キ

と
あ
る
信
憲
の
言
は
、
深
く
隨
喜
渇
仰

の
念

を
増
さ
し
た
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て

一
族
は
此
の
遺
躅
を
憧
憬
し
、
聖
覺
又
遐
か
に
遊
蓮
房
、

邇

く
は
澄
憲
明
遍
の
先
蹤
を
踏
み
、
少
壯
の
昔
よ
り
任
蓮
自
然
に
上
人
の
教

へ
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ら
う
。

法
然
上
人
と
邁
憲

一
族
の
歸
潮

七
七


